





















































































表 1 折り曲げ鉄器一覧 仏
遺跡名 所在地 墳形 墳丘規模 位置 器種 副葬 供イ半鏡 赤色 備考(m) 位置 数(枚) 顔料
大道小学校校庭遺跡 1 号石棺 熊本県山鹿市 / / / 剣(槍) a • g 。 無
i也の上 1 号墳 3 号主体 福岡県甘木市 方 13.5 品。 万 e 。 無
池の上 1 号墳 4 号主体 福岡県甘木市 方 13.5 品リ 鈍・鋸 d 。 無
竹並A-12 号墳第 1 主体 福岡県行橋市 円 13 jlJj 刀子 d 。 無
前島遺跡 S-l石棺 福岡県北九州市 / / / 鈍 f 1 無 鏡片出土
七曲山第 3 号墳B主体 福岡県久留米市 円 20 晶リ 実。 g 。 有
若八幡宮古墳 福岡市 方円 ? 王 鈍 f 1 有
紙園山古墳周辺石蓋23号土坑慕 福岡県久留米市 方 25 周 手鎌 a 。 有
唐人塚2-4石蓋土坑墓 福岡県筑紫野市 / / / 万子 a 。 無
唐人塚2-5石叢土坑墓 福岡県筑紫野市 / / / 鎌 d 。 P 
妙見14号墓 福岡県朝倉町 方 8 主 鈍 h 。 有
妙見17号墓 福岡県朝倉町 方 7 主 錐・万子 d.d 。 有
徳永神手 8 号墓 福岡県豊津町 P ? ? 鈍 a 。 P 
穴ヶ葉山72号墓 福岡県大平村 / / / 鈍 a? 。 有
原田遺跡墓群C1 号墓 福岡県嘉穂町 / / / 剣l g 1 有 破鏡
博多遺跡方形周溝墓 福岡市 方 16x10 主 責。 a 。 有
羽根戸南G-3 古墳 福岡市 方向 20 主 寅。 f l 有 破鏡
那珂遺跡 福岡市 / / / 寅日 h 。 生亜
松ノ尾 1 号墳 福岡県志免町 方 10 主 寅目 C 。 有
新町遺跡 7 号石棺 福岡県志摩町 / / / 万子 a 。 無
新町遺跡 2 号斐棺 福岡県志摩町 / / / 刀子 f 。 有
草場第 2 遺跡68号土坑墓 大分県日田市 / / / 刀子 a 。 有
草場第 2 遺跡72号土坑墓 大分県日田市 / / / 鈍 a 。 有
朝日北 S T01号墳 1 号主体 佐賀県神埼町 方 10 ? 鈍 d 。 P 









遺跡名 所在地 墳形 墳丘規模 位置 器種 副葬 供伴鏡 赤色 備考(m) 位置 数(枚) 顔料
西一本杉遺跡、 ST008 佐賀県東背振村 円 15 主 鈍 c 。 無
熊本山古墳 佐賀市 円? 30 ? 主 剣・鈍 a'g 1 ? 
桂見墳墓 1 号墓第 1 主体 ，鳥取市 方 22.5 主 食。 f 。 無
妻木晩田14号墳第 1 主体 鳥取県大山町 方 15 主 剣l b 。 無 折り曲げ鉄器か?
覚寺12号墳 鳥取市 方 7.5 主 鎌 d? 。 有
島根県鹿島町
剣?・鈍・ 剣と不明鉄製品の奥才14号墳第 1 主体 円 18 主 万子・不明 f 2 無 折り曲げは疑問鉄製品
奥才14号墳第 2 主体 烏根県鹿島町 円 18 li侚 自1) ?・刀子 e 。 無 折り曲げ鉄器か?
西谷16号墳 島根県出雲市 円 11 主 剣 2 f 。 無
袋尻 4 号墳土器棺 島根県松江市 方 7.5X3.5 高リ 剣j g 。 無
石槌山 1 号墳 広島県福山市 円 20 主 鈍 f? 1 有. 折り曲げ鉄器か?
石槌山権現 5 号墳 広島県福山市 方円 38 主 ~鈍 h 1 有
矢谷四隅突出墓No. 1 主体 広島県二次市 四隅 19X13 li侚 鈍 a 。 無
殿山10号墳第 1 主体部 岡山県総社市 方 15 主 剣j h 1 無
殿山12号墳 岡山県総社市 方 12 主 錨 h 。 下
川戸 2 号墳 岡山県大原町 方 17X14.5 下 刀 h 。 P 
用木 1 号墳 岡山県山陽町 円 31 主 鈍 d l 有
有本 1 号墳第 2 主体 岡山県津山市 方 16X13 高リ 鈍? b 。 無
有本 2 号墳第 1 主体 岡山県津山市 方 12X 9 主 錐 a 。 無
近長丸山 1 号墳 岡山県津山市 円 20 下 錐 g 。 P 墳丘出土
近長丸山 2 号墳 岡山県津山市 方 12 主 剣・鎌 a' a 。 有
みそのを46号墳第 1 主体 岡山県御津町 方 10 主 万子 d 。 無
みそのお遺跡42号墳第 3 主体 岡山県御津町 方 13 高リ 剣 c 。 有
みそのお遺跡42号墳第 5 主体 岡山県御津町 方 13 晶リ 剣 or 槍 。 b 。 有
西山 3 号墳 岡山市 円 9.5 主 鉄線 h 。 無 折り曲げ鉄器か?
浅川 3 号墳 岡山市 円? 6 主 剣 d 1 有
遺跡名 所在地 墳形 墳丘規模 位置 器種 副葬 供伴鏡 赤色 備考(m) 位置 数(枚) 顔料
。1
奥第 3 号墳箱形石棺 香川県寒川町 方円 37 晶リ 錐 b 。 有
唐子台第10号丘 4 号土壌墓 愛媛県今治市 方円 15 主 食。 d? 。 無、
唐子台第 3 号丘土壌墓 愛媛県今治市 / / / 剣 a 。 有
朝日;谷 2 号墳A主体 愛媛県松山市 方円 26 主 刀 d 2 有 破鏡か
白鷺山古墳 兵庫県龍野市 ? ? ? 鈍 h 1 有 鏡片出土
養久山 1 号墓第 6 主体 兵庫県揖保川町 方円 31 画。 鈍 f 。 無
住吉宮町遺跡 3 号墳 兵庫県神戸市 方 11.5 P 万 f 。 P 
権現山51号墳 兵庫県御津町 方方 42.7 主 剣 b 5 有
東山15号墳 兵庫県中町 円 25 P 鉄鎌 h 。 無? 土庄か?
内場山墳丘墓 SX14 兵庫県西紀町 方 22X20 高リ 錨 h 。 無
今井 l 号墳 奈良県五線市 方円 31 品リ 剣 g 。 無 副葬品埋納施設
石光山 8 号墳 奈良県御所市 方向 35 主 万 a? 。 有
ターグチ古墳 奈良県高取町 円 20X15 主 錨 f 1 有
住)11 2 号墳 奈良県五f鷹市 方 15 主 万 f 。 無
小泉大塚古墳埴輪棺 奈良県大和郡山市 方円 88 局 錨 a 。 無
新沢千塚109号墳 奈良県橿原市 方円 28 高リ 万 b 3 無
野山遺跡、野山支群第 4 号墳北棺 奈良県榛原町 円 8.5 主 実。 d 。 無
野山遺跡、野山支群第 5 号墳北棺 奈良県榛原町 方 12 主 鎌 b 。 無
龍王山 B-10号墳 奈良県天理市 円 11 主 鍛 h 。 無
牧野古墳 奈良県広陵町 円 60 下 万 h 。 有
見回大沢 2 号墳 奈良県菟田野町 方 14 主 鈍 E 1 無
八尾寺第 2 号墳 奈良県品取町 ，円 10 主 剣l f 。 有
一坂神社裏 7 号墳第 1 主体 尽都府大宮町 方 16X 9 主 万子 h 。 無
ニ坂神社裏 6 号墳第 3 主体 京都府大宮町 楕円 16X13 主 剣l d 。 無
今林 8 号墓 尽都府園部町 方 18X15 主 錐 f 。 無 折り曲げ鉄器か?
ゲンギョウの山 5 号墳 京都府弥栄町 方 15x13 主 剣 a 。 無
局山12号墳 示都府丹後町 円 18 主 刀? h 。 無
遺跡名 所在地 墳形 墳丘規模 位置 器種 副葬 供伴鏡 赤色 備考(m) 位置 数(枚) 顔料
太田南 2 号墳 尽都府弥栄町 方 22x18 主 錐? ・貸j d. f 1 有
苗代 2 号墳第 5 主体 尽都府峰山町 方 19X14 園。 鈍 a 。 無
宮の森古墳 3 号墳第 2 主体 思都府弥栄町 方 14X11 主 鈍 d 。 無
豊富谷丘陵遺跡TT1 号墳第 2 主体 尽都府福知山市 円 15 画。 鈍 b 。 下
西山 2 号墳東榔 Ji1-都府城陽市 方 27 高リ 剣 h 。 無
七ツ塚 4 号墳 2 号埋葬施設 Ji1-都府長岡尽市 帆立 21 高リ 鉄線 b 。 有
ニ回古墳 大阪府岸和田市 円 19 高リ 鉄線 f 。 無 折り曲げ鉄器か?
宮山 1 号墳 滋賀県野洲町 同 18 ~主 刀 2 f? 。 有
和田 8 号墳 滋賀県栗東町 円 11 P 鉄鎌 h 。 無
冬頭山崎 2 号古墳 岐阜県品山市 円 20 主 鉄鍛 e 。 有
八幡山横穴群 3 号機穴 静岡県袋井市 / / / 鉄鉱 h 。 無
城山古墳 静岡県島岡市 方 19x16 主 鈍 a? 。 有
大星山 3 号墳 長野市 円 16 主 錐 f 。 無
寺所遺跡SM04 長野県飯田市 円 14 ‘主 刀 e 。 無
溜ノ台遺跡、 1 号墳 栃木県小山市 円 16 / 昔前l g 下 無
星の宮神社古墳 栃木県石橋町 円 46 主 矛 b 。 ? 折り曲げ鉄器か?
鳥越古墳 千葉県木更津市 方方 25 主 鈍 h 。 有


























5. 七ツ塚 4 号墳



















pp.117-118) 。村上は、折り曲げ 20 
鉄器が製作時から折り曲げを意識
して作られた可能性を示唆してい

























































C 被葬者の胸部から出土する例( 3 例)
d. 被葬者の足下から出土する例 (15例)
e 被葬者の体部横から出土する例( 5 例)
f. 棺外・墓坑内から出土する例 (19例〉






























































































































































































あったという(村上1999: p. 1l7) 。また、福岡県那珂遺跡の折り曲げ
鉄剣は軟鋼あるいは半軟鋼であるという(大津正己・鈴木瑞穂2001) 。
3) 弥生時代終末期~古墳時代初頭とは、圧内式成立以降から『前方後円墳
集成j (広瀬1992) 編年 1 期までを指す。古墳時代前期とは同編年 2
















今井 桑 1992 r吉備における鏡配布体系」近藤義郎編『吉備の考古学的研
究j (下) 山陽新聞社、岡山: pp.23-45 
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J 平成 7-9 年度科学研究費補助金(基盤C) 研究成果報告書大阪
大学文学部
福永伸哉 1999 r古墳の出現と中央政権の儀礼管理J r考古学研究』第46巻
20 
第 2 号考古学研究会、岡山: pp.53-72 
福永伸哉 2000 r古墳における副葬品配置の変化とその意味一鏡と剣を中心
にして-J r待兼山論叢』第34号: 1-24 
福永光司 1973 r道教における鏡と鏑J r東方学報』第45冊京都大学人文
科学研究所、京都
藤田和尊 1993 r鏡の副葬位置からみた前期古墳J r考古学研究』第39巻第
4 号考古学研究: pp.27-68 
北保芳隆 1994 r四園地域の前期古墳と鏡J r倭人と鏡』その 2~3 ・ 4 世紀




大道小学校校庭遺跡 1 号石棺:中村幸史朗ほか1984 r方保田東原遺跡』
( 2 )山鹿市立博物館調査報告書 3 ・ 4 集 山鹿市教育委員会/池の上 1 号墳
3 号主体:橋口;達也1979 r池の上墳墓群』甘木市文化財調査報告第 5 集/池
の上 1 号墳 4 号主体:橋口達也1979 (前掲)/竹並A-1 2 号墳第 1 主体:
佐田茂ほか1979 r竹並遺跡』竹並遺跡調査会/高島遺跡、 S-l石棺:栗山伸司
1987 r高島遺跡調査概報』北九州市教育委員会/七曲山第 3 号墳B主体:石






告J xvm 福岡県教育委員/妙見14号墓:佐々木隆彦ほか1994 r九州横断白、
動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告.1 29 福岡県教育委員会/妙見17号墓:
佐々木隆彦ほか1994 (前掲)/徳永神手 8 号墓:柳田康雄ほか1997 r徳永川
ノ上遺跡J I 福岡県教育委員会/穴ヶ葉山72号墓:大平町教育委員会
1993 r穴ヶ葉山遺跡』大平村文化財調査報告書第 8 集/原田遺跡墓群C 1 号
墓:嘉穂町教育委員会1987 r嘉穂地区遺跡群J W 嘉穂町文化財調査報告書
第 7 集/博多遺跡方形周溝墓:太庭康時1995 r博多.1 48 福岡市教育委員会
/羽根戸南G-3古墳:福岡市教育委員会2001 r羽根戸南古墳群J /那珂遺
跡:長屋伸1999 r那珂22.1福岡市埋蔵文化財調査報告書第597集/松ノ尾 1
号墳:徳永博文1993 r松ノ尾古墳群』志免町文化財調査報告書第 4 集/新町
折り曲げ鉄器の副葬とその意義 21 
遺跡 7 号石棺:小池史哲ほか1990 W新町遺跡』皿 志摩町文化財調査報告書
第10集/新町遺跡 2 号饗棺小池史哲ほか1990 (前掲)/草場第 2 遺跡68号土
坑墓:大分県教育委員会1989 W九州横断自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報
告書.1 (1) /草場第 2遺跡72号土坑墓:大分県教育委員会1989 .(前掲)/
朝日北 ST01号墳 1 号主体:高瀬哲郎ほか1992 r九州横断自動車道関係埋蔵
文化財発掘調査報告書.1 (15) 佐賀県教育委員会/朝日北 S T10号墳 1 号主
体:高瀬哲郎ほか1992 (前掲)/西一本杉遺跡 ST008 :松尾吉高ほか
1983 W西原遺跡』九州横断自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告書(3 )佐
賀県教育委員会/熊本山古墳:木下之治・小田富士雄1967 W佐賀県文化財調
査報告』第16集/桂見墳墓 1 号墓第 1 主体:船井武彦ほか1984 W桂見墳墓
群』鳥取市教育委員会・鳥取市遺跡調査団/妻木晩田14号墳第 1 主体:大山
スイス村埋蔵文化財発掘調査団・大山町教育委員会2000 W妻木晩回遺跡発掘
調査報告書.1 III/奥才14号墳第 1 主体:鹿島町教育委員会1985 W奥才古墳
群~ /奥才14号墳第 2 主体:鹿島町教育委員会1985 (前掲)/覚寺12号墳:
松下利秀ほか1990 W覚寺古墳群』中国建設弘済会・覚寺古墳群調査団・建設
省中園地方建設局/西谷16号墳:米山智弘ほか1993 r西谷15 ・ 16号墓発掘調
査報告書』出雲市教育委員会/袋尻 4 号墳土器棺1998 W袋尻遺跡群発掘調査
報告書』松江市文化財調査報告書第76集/石槌山 1 号墳:高倉浩ーほか
1981 W石槌山古墳群』広島県教育委員会 e 広島県埋蔵文化財センター/石槌
山権現 5 号墳:高倉浩ーほか1981 (前掲)ノ矢谷四隅突出墓No. 1 主体:金井
亀喜ほか編1981 r松ヶ迫遺跡群発掘調査報告』広島県教育委員会・広島県埋
蔵文化財センター/殿山10号墳第 1 主体部:平井勝1982 r殿山遺跡・殿山古
墳群』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告47/殿山12号墳:平井勝1982 (前掲)
/川戸 2 号墳:字垣匡雅1995 J川戸古墳群発掘調査報告書』大原町教育委員
会/用木 1 号墳:神原英朗1975 W用木古墳群』山陽町教育委員会/有本 1 号
墳第 2 主体:小郷利幸ほか1997 r有本古墳群』津山市埋蔵文化財発掘調査報
告第59集/有本 2 号墳第 1 主体:小郷利幸ほか1997 W有本古墳群』津山市埋
蔵文化財発掘調査報告第59集/近長丸山 1 号墳:小郷利幸1992 r近長丸山古
墳群』津山市埋蔵文化財発掘調査報告第41集/近長丸山 2 号墳:小郷利幸
1992 (前掲)/みそのお遺跡42号墳第 3 主体:椿信治ほか1993 Wみそのお遺
跡』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告87/みそのお遺跡42号墳第 5 主体:椿信
治ほか1993 (前掲)/西山 3 号墳:内藤善史ほか1996 W田益新回遺跡・西山
古墳群』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告109/浅川 3 号墳:内藤善史ほか
1998 r高下遺跡、浅川古墳群ほか楢原古墳群根岸古墳一般国道 2 号改
築工事(岡山バイパス)に伴う発掘調査』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告
22 
123/奥第 3 号墳箱形石棺:古瀬清秀ほか1985 r寒川町史J 寒川町/唐子台
第10号丘 4 号土壌:今治市教育委員会1974 r唐子台遺跡群j /唐子台第 3 号
丘土壌墓:今治市教育委員会1974 (前掲)/朝日谷 2 号墳A主体:梅木謙ー
ほか1998 r朝日谷 2 号墳』松山市教育委員会・松山市生涯学習財団埋蔵文化
財センター/白鷺山古墳:松本正信1984 I I 龍野市とその周辺の考古資
料J r龍野市史』第 4 巻龍野市/養久山 1 号墓第 6 主体:近藤義郎ほか
『養久山墳墓群j 揖保川町教育委員会/住吉宮町遺跡 3 号墳:神戸市教育委
員会1999 r住吉宮町遺跡現地説明会資料j /権現山51号墳:近藤義郎ほか
1991 r権現山51号墳j r権現山51号墳』刊行会/東山15号墳:菱田哲郎ほか
1999 r東山古墳群Ij中町文化財報告20;/内場山墳丘墓 SX14 :岡崎正雄ほ
か1993 r内場山城跡J 兵庫県文化財調査報告第126冊/今井 1 号墳:藤井利
章ほか1984 r奈良県遺跡調査概報j 1983年度第 2 分冊奈良県立橿原考古学
研究所/石光山 8 号墳:千賀久ほか1976 r葛城石光山古墳群J 奈良県史跡名
勝天延記念物調査報告第31冊/タニグチ古墳:西藤清秀1996 rタニグチ古墳
群(付 タニグチ墳墓群)発掘調査報告』高取町教育委員会・奈良県立橿原
考古学研究所/住J !I 2 号墳:福田さよ子ほか1993 r奈良県遺跡調査概報J
1992年度奈良県立橿原考古学研究所/小泉大塚古墳埴輪棺:今尾文昭




橿原考古学研究所/野山遺跡野山支群第 5 号墳北棺:楠元哲夫ほか1988 (前
掲)/龍王山 B-10号墳:河上邦彦・松本百合子1993 r龍王山古墳群』奈良
県史跡名勝天然記念物調査報告第68冊奈良県立橿原考古学研究所/牧野古
墳:河上邦彦ほか1987 r史跡牧野古墳』広陵町文化財調査報告第 1 冊/見回
大沢 2 号墳奈良県立橿原考古学研究所1982 r見回・大沢古墳群』〆八尾寺
第 2 号墳:奈良県立橿原考古学研究所1983 r奈良県遺跡調査概報j 1981年度
/三坂神社裏 7 号墳第 1 主体:今回昇ーほか1998 r三坂神社墳墓群・三坂神
社裏古墳群・有明古墳群・有明横穴群』大宮町文化財調査報告書第14集/三
坂神社裏 6 号墳第 3 主体:今回昇ーほか1998 (前掲)/今林 8 号墓:福島孝
行2000 I今林古墳群の発掘調査J r京都府埋蔵文化財情報』第78冊京都府埋
蔵文化財調査研究センター/ゲンギョウの山 5 号墳:三好博喜ほか1987 r京
都府遺跡調査概報』第24冊京都府埋蔵文化財調査研究センター/高山12号
墳:増田孝彦ほか1988 r京都府遺跡調査概報』第29冊 京都府埋蔵文化財調
査研究センター/太田南 2 号墳:肥後弘幸ほか1991 r太田南古墳群一太田南
折り曲げ鉄器の副葬とその意義 23 
2 ・ 3 号墳、矢田城跡発掘調査概要一』京都府弥栄町文化財調査報告第 7 集
/苗代 2 号墳第 5 主体:松尾史子ほか1998 r京都府遺跡調査概報』第83冊
京都府埋蔵文化財調査研究センター/宮の森古墳 3 号墳第 2 主体増田孝彦
ほか1987 r京都府遺跡調査概報』第24冊京都府埋蔵文化財調査研究センタ
ー/豊富谷丘陵遺跡TT1 号墳第 2 主体:増田孝彦ほか1983 r京都府遺跡調
査報告書』第 I 冊京都府埋蔵文化財調査研究センター/西山 2 号墳束榔:
白石太一郎ほか1999 r城陽市史j 第 3 巻城陽市役所/七ツ塚 4 号墳 2 号埋
葬施設:杉井健ほか編2002 r長岡京市における後期古墳の調査』長岡京市教
育委員会/三田古墳:駒井正明1993 r上フジ遺跡皿・三田古墳』大阪府埋蔵
文化財協会調査報告書第80輯/宮山 1 号墳:樋口隆康1993 r宮山 1 号墳調査
報告書』野洲町教育委員会/和田 8 号墳:佐伯英樹1998 r和田古墳群』栗東
町教育委員会/冬頭山崎 2 号古墳:上出巳吉ほか2000 r冬頭城跡・冬頭山崎
1 号古墳・冬頭山崎 2 号古墳・冬頭山崎 1 号横穴J 岐阜県文化財保護センタ
ー第61集/八幡山横穴群 3 号横穴:松井一明1997 r八幡山横穴群』袋井市考
古資料集第 3 集/城山古墳:大塚淑夫1981 r城山古墳発掘調査(第 3 次調
査)概報』島岡市教育委員会/大星山 3 号墳:土屋積ほか: 1996 r上信越自
動車道埋蔵文化財調査報告書.1 7 長野県埋蔵文化財センタ一発掘調査報告
書20/寺所遺跡SM04 :山下誠一1999 r寺所遺跡』飯田市教育委員会/溜ノ
台遺跡 1 号墳;福山俊彰ほか2000 r溜ノ台 1 .1小山市文化財調査報告書/星
の宮神社古墳:大橋泰夫ほか1986 r星の宮神社古墳・米山古墳.1 /鳥越古







A Study on Bent Iron Implements Buried in Tumuli Japan 
Akira SEIKE 
This paper aims to examine bent ir? iIIﾌplements from the 
Yayoi Period to the Kofun Period. It is a well.known fact that .some 
of the iron implements were forcibly bent when 出町 were buried in 
tumuli in J apan. Having observed the data of such bent iron imple. 
ments, the author reveals that: 1) Most of them are swords and yar. 
iganna (a plane used in w?dworking) 2) Most of these bent iron 
tools can be dated from the final Yayoi Period to the early Kofun 
Period, 3) They were often excavated from small tumuli. Taking 
into consideration the fact that from the final Yayoi Pe:dod to the 
early Kofun Period is the time when neW funeral practices symbol. 
ized by the Keyhole-shaped tumuli had been introduced, the author 
concludes that the mortuary ceremony in which bent iron tools were 
used had been created in accordance with the 'diffusion of this new 
mortuary custom. Helped by the description in Chinese chronicles, he 
conc1udes that bent iron implements were believed to have the same 
mystical effects of bronze mirrors so that bent iron tools were adoptｭ
ed in the funeral practice as a substitute for mirrors by those people 
who had difficulty in procuring bronze mirrors from the central 
authority. 
キーワード:折り曲げ鉄器鏡神仙思想弥生時代終末期
